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野沢・大久保サロンの様子（７月８日撮影）。野沢・大久保サロンの様子（７月８日撮影）。
新型コロナウイルス感染症の影響で、久々の活新型コロナウイルス感染症の影響で、久々の活
動となったこの日、参加者の皆さんは元気よく動となったこの日、参加者の皆さんは元気よく
棒体操に取り組んでいました。棒体操に取り組んでいました。

　高齢化が進む中、住み慣れた地域で安心して暮らせるまちにするためには、介護予防の取り組みととも

に、地域の支え合いが欠かせません。町では、介護が必要になったとしても、認知症になったとしても、

関係機関と地域が一体となって高齢者を支えるまちづくりを進めています。

　今月号では、無理なく取り組める身近な「助け合い」や「支え合い」について紹介します。

な
ぜ
支
え
合
い
が
必
要
な
の
？

　

平
成
12
年
に
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し

て
、
介
護
に
か
か
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

一
方
、
家
族
形
態
や
生
活
様
式
の
変
化
も

相
ま
っ
て
、
全
国
的
に
地
域
の
支
え
合
い

や
、
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
き
て
い
る
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、

介
護
は
必
要
で
な
く
て
も
、
家
事
や
移
動

手
段
と
い
っ
た
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
に
対
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
27
年
に
介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
地
域
の
助
け
合
い
や
支
え

合
い
を
支
援
し
、
公
的
支
援
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
全
体
で
高
齢

者
の
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
み
世
帯
や
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
が
増
え
る
中
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
公
的
支
援
だ
け
で
は

不
十
分
な
こ
と
が
多
く
、
一
人
一
人
の
介

護
予
防
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
地
域
の

支
え
合
い
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

他
人
事
で
は
な
い
２
０
２
５
年
問
題

　

日
本
の
人
口
減
少
が
進
む
一
方
、
団
塊

の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
に

は
、
国
民
の
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
、

５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
認
知

症
患
者
は
７
０
０
万
人
を
超
え
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
数
は
２
０
４
０
年
度
ま
で
増

加
が
続
く
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
と
、
介
護

人
材
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
介
護
保
険
料

な
ど
の
社
会
保
障
に
か
か
る
負
担
に
も
影

響
が
出
て
き
ま
す
。

　

町
の
高
齢
化
率
は
、
令
和
２
年
４
月
１

日
現
在
、
65
歳
以
上
が
46
．
４
㌫
、
75
歳

できることから始める！

相 談 窓 口 問 い 合 わ せ 先

 地域の身近な相談窓口    地区の民生委員

 介護や認知症に関する相談窓口    にしあいづ地域包括支援センター　☎４５－３３２７

 生活に関する困りごと相談窓口    西会津町社会福祉協議会　☎４５－４２５９

 介護や福祉の制度に関する相談窓口    福祉介護課　☎４５－２２１４

 健康に関する相談窓口    健康増進課　☎４５－４５３２

　   ・最近見かけない

　   ・郵便や新聞がたまっている

　   ・夜になっても電気がつかない

　   ・朝まで電気がつきっぱなし

　   ・あてもなく歩き回っている

　   ・もしかして認知症かも？

さりげない見守り

　　・笑顔であいさつ

　　・お茶のみでの会話

　　・おすそわけ

　　・できる範囲での助け合い

日頃のお付き合い

以
上
が
28
．
１
㌫
と
２
０
２
５
年
問
題
を

上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
町
に
は
元
気
な
高

齢
者
が
多
く
、
ま
た
、
昔
な
が
ら
の
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
色
濃
く
残
っ
て
い

て
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
に
主
体
的
に
取
り
組
む
地
域
や
団
体
な

ど
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。　

　

自
分
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
に
は
、
地
域
や
家
庭
の
中
で
何
ら
か
の

役
割
を
担
い
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
役
割
を
持
つ
こ
と
は
、
生
き
が

い
や
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

支
え
合
い
を
他
人
事
で
な
く
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆さんの行動や気付きが
支え合いの第一歩

「
気
に
な
る
サ
イ
ン
」

に
気
付
い
た
け
ど
、

ど
う
す
れ
ば
…

分
か
ら
な
い
時
は

抱
え
込
ま
ず
に
相
談

　

そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
窓
口
が
互
い
に
連
携

し
、
本
人
や
家
族
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
や
制
度
、
医
療
に
つ
な
い
で
支
援
し
ま

す
。
承
諾
な
し
に
本
人
や
家
族
に
情
報
元

を
伝
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安

心
し
て
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
し
づ
ら
い

場
合
は
、
本
人
や
家
族
に
相
談
窓
口
を
紹

介
す
る
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

早
め
の
対
応
が
問
題
解
決
に
つ
な
が
り

ま
す
。
お
気
軽
に
下
記
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

地域で支え合い 笑顔つながり地域で支え合い 笑顔つながり
 安心して暮らせるまちへ 安心して暮らせるまちへ
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ピーチサロン（上野尻）ピーチサロン（上野尻）森野サロン森野サロン

樟山サロン樟山サロン

１町内サロン１町内サロン

聖サロン（極入）聖サロン（極入） 老人クラブ カローリング大会老人クラブ カローリング大会

　ささえ愛支援会議　ささえ愛支援会議

鈴
木
鈴
木    

明明あ
き
あ
き

子子ここ      

さ
ん
さ
ん

生活支援コーディネーター生活支援コーディネーター

介護が必要になったとしても
　　　　　　　　在宅で生活したい人を支援するために

サービスの種類 内　　　容

緊急通報システム 見守りが必要な一人暮らし高齢者などに、簡単な操作で緊急事態の通報

が可能な装置を貸与します。コールセンターから定期的に安否確認も行

います。

徘
はい

徊
かい

高齢者・障がい者
探索システム

徘徊行動のある認知症高齢者の行方が分からなくなった場合に、迅速に

居場所を特定できるよう、ＧＰＳ端末機を貸与します。

家族のスマートフォンから居場所と行動歴が確認できます。

徘徊高齢者・障がい者
特定ＱＲコード

徘徊先で警察に保護された時に、登録番号から身元を特定し、速やかに

家族へ連絡するためのＱＲコードシールの配付を行います。

配食サービス 日常的に調理が困難な高齢者などに、栄養バランスを考えた弁当を毎週

火曜日の夕食時に届けます。配達時に安否確認も兼ねています。

家事援助サービス 介護認定を受けていない高齢者が、虚弱などの理由により、日常生活上

の支援が必要となった場合に、シルバー人材センター登録の支援員を派

遣して、調理や掃除、給油、買い物など身の回りの支援を行います。

紙おむつ給付券 排せつが困難な高齢者の衛生管理のため、町内の紙おむつ取扱店で利用

できる給付券を給付します。（１か月あたり３，０００円分）

※ 65 歳未満で身体障害者手帳１級又は２級及び同程度の方も対象

散髪料給付券 寝たきりまたは認知症で散髪に出かけることができない高齢者宅に、町

内の理容店が訪問して散髪を行う際の給付券を給付します。（２か月あ

たり３，５００円分）

ショートステイ利用サービス 在宅介護者の負担を軽減するため、寝たきりの要介護者が「さゆりの園」

または「憩の森」のショートステイを１割負担で利用できる給付券を給

付します。（四半期ごとに３日分・年間 12 日分）

在宅介護者リフレッシュサービス 在宅で寝たきりの要介護者を介護する介護者の負担を軽減するため、

ロータスインの食事や温泉入浴、宿泊サービスなどを利用できる給付券

を交付します。

詳しいサービスの内容や要件、利用料金についてはお気軽にお問い合わせください。
〈問い合わせ先〉　福祉介護課　☎４５－２２１４

地域の集いの場に参加しよう！
交流が人と人をつなぎ、広がる支え合いの輪

こうしたらできるかも！
支え合いの仕組みづくりを応援

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果から見る
　   日常生活の困りごと
Ｑ . 身体が少し不自由になったとき、手助けしてＱ
ほしいことは何ですか（2,266 人回答・複数回答）

　 １位　除雪・雪囲い　　    1,075 人（47.4％）
　 ２位　通院・買物等の送迎　997 人（44.0％）
　 ３位　掃除・洗濯　　　　　803 人（35.4％）
　 ４位　調理　　　　　　　　744 人（32.8％）
　　　５位　家の周りの除草　　　653 人（28.8％）

　町では、社会福祉協議会、地域包括支援センター、民生委

員、サロン、老人クラブ、見守り組織、ボランティア、シル

バー人材センターの代表者などで構成する「ささえ愛支援会

議」を組織して、地域で抱える課題解決に向けた話し合いを

定期的に行っています。

　町が、今年の２月に介護認定を受けていない 65

歳以上高齢者にアンケートを実施したところ、今

後、介護が必要となっても在宅で生活したいと答え

た人の割合は 75.7㌫でした。

　個人や地域の支え合いでは抱えきれない課題に対

して、町の高齢者福祉サービスがありますので、ご

活用ください。

≪ 町の高齢者福祉サービス ≫
　集いの場に参加する人は、他との交流の機会のな

い人と比べて、要介護状態や認知症になる割合が低

くなるといった研究報告もあります。

　町内にはサロンが 45 か所、老人クラブが 29 ク

ラブあり、ほかに集落で行われている活動を合わせ

ると、ほとんどの集落で何らかの地区活動が行われ

ています。

　自分に合った活動を楽しみながら、無理なく支え

合いの輪を広げましょう。

生活支援コーディネーターとして、町内生活支援コーディネーターとして、町内の
社会資源を把握するため、自治区やサロン、
公民館などの公共施設の活動や取り組みを
調べています。
　「人と人とをつなぐ」役割を担うため、さ
さえ愛支援会議で話し合った内容や地域の
困りごとを、社会資源や関係者につなぎ、
解決に近づける手助けとなる活動をしてい
きたいと思います。お友達同士の集まりや、
体操、ウォーキングなどの活動に積極的に訪
問したいと思いますので、町社会福祉協議
会（☎４５－４２５９）までご連絡ください。


